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・ 令和４年度に開催した地域防災連絡会において、中学校を活用した訓練
等について協議したところ、地域の体制や地域と各中学校・高等学校との
関係もあり、一律に区の取扱いを決めることは困難との判断に至りました。

・ まずは各中学校・高等学校ごとに詳細を決めたうえで、中学校等での避
難所開設運営訓練の実施について、関係地域あて提案したいと考えてい
ます。

・ また、ご提案いただいた鶴見区全体での避難所開設訓練は、発災時の
実情に即した訓練であると考えていますが、行動制限緩和後の状況を勘
案しながら、時機をみて地域防災連絡会等へ意見を求めていきたいと考
えています。

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

　中学校や高校での訓練も必要と考えており、関係する地域間で合意があれば訓練実施
が可能であるため、地域防災連絡会等で提案を行っていきたい。区全体での訓練につい
ては、他区の実施状況を含め研究していきたい。

他区の状況としては中学校のある地域において、小学校に地域本部と避難所
運営委員会を設置し、中学校には避難所運営委員会のみを設置しMCA無線
等で連絡を取り合って運営する形式が見られた。コロナ禍の影響により、区全
体での会議が開催できずに、提案できていないが、地域の避難所運営にかか
る力量にも関わってくるので、地域防災連絡会等に諮っていきたいと考える。
令和2年度においては、コロナ禍により各地域における防災訓練について一部
地域での実施にとどまった。防災訓練に限らず、多人数が集まる各種イベント
の実施が難しい状況でもあり、ワクチン接種等の進捗を見ながら進めていきた
いと考えている。
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1 1

　避難所開設運営訓練を中学校や高校でも実
施してほしい。また、鶴見区全体での避難所開
設の訓練も考えてほしい。

市民協働
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・ 令和４年度もコロナ禍での行動制限は引き続きあったが、感染症対策を
とったうえで、学校での防災教室や様々な防災講座を行うとともに、３年ぶ
りに鶴見緑地での防災・防犯イベントである「安全・安心」フェスタを開催
するなど、若い世代を含め幅広い世代を対象に防災の重要性を訴える活
動の再開をしてきました。

・ 今後は、子どもやその保護者等の参加が期待できる防災学習の内容（子
ども向けの遊びの要素を取り入れた防災に係るゲーム、起震車による地
震体験、災害食に係る試食用レシピの提供など）を地域へ提案し、若い
人の参加者が増えるよう働きかけていきます。

2 1

　地域の防災訓練参加者が減ってきているとと
もに、若い人の参加者が少ない。若い世代にも
防災訓練に参加してもらえるよう広報紙やＳＮＳ
等でもっとＰＲしてほしい。

　これまで、地域の防災訓練の広報・周知は弱かったと思うので、今後は区ホームページも
活用するなど広報・周知に努めていく。また、危機管理室のアドバイザーの助言も参考に、
若い人が参加しやすい訓練内容について検討する。

市民協働

　令和２年度においては、コロナ禍により各地域における防災訓練について一
部地域での実施にとどまり、また、実施内容についても地域役員中心の少人
数による避難所開設運営訓練の実施となった。ワクチン接種が進み、新型コロ
ナウイルス感染症の状況が落ち着き、住民参加型の地域防災訓練が実施でき
るようになれば、地域防災力向上アドバイザーからの助言等訓練内容の検討
段階から若い方が参加しやすいような内容について検討していきたい。また、
令和３年度においては、広報紙に隔月で防災記事を掲載することとしたので、
ホームページや広報紙を活用し、地域の防災訓練の周知に努めていく。
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・ 地域ごとの地区防災計画の更新をすすめているため、その作成の中で一
時避難所と学校への避難経路を地域の自主防災組織の方等に確認して
もらい、更新できた防災計画を区ホームページや紙媒体で情報提供し、
市民の方が避難に必要な情報を周知します。

・ 今後は、子どもやその保護者等の参加が期待できる防災学習の内容（子
ども向けの遊びの要素を取り入れた防災に係るゲーム、起震車による地
震体験、災害食に係る試食用レシピの提供など）を地域へ提案し、若い
人の参加者が増えるよう働きかけていきます。

3 1

　災害時、どこに避難すればよいか知らない市
民の方が多いと思うので、町会単位でどこに避
難すればよいか示しておいた方がよいと思う。そ
のためにも避難訓練に参加してもらう様にア
ピールを考えないといけないと思う。

　基本的には、各町会単位で一時避難場所を設定され、そこから小学校に避難することに
なっている。それを知ってもらうためにも、地域の避難訓練に多くの方に参加してもらえるよ
うに、区ホームページ等を活用するなど周知について検討したい。また、危機管理室のアド
バイザーの助言も参考に参加しやすい訓練内容について検討を進める。

市民協働

No２と同一内容
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　水害発生時、避難所によっては体育館ではなく校舎の上階への避難が必要となる場合も
あると思われる。新型コロナ禍における密を避ける対応を行った場合の避難受け入れ人数
の減少をきっかけに新たな避難先の追加を検討しているところであるが、現状の避難所に
おける災害カテゴリ別の運用についても検討を行いたい。

　地域の法人等と連携した訓練の実施は有意義であると考える。区としても災害時協力貢
献企業・事業所店舗登録制度への登録を進めるとともに、登録された法人等に対し地域の
訓練実施情報を提供するなど訓練への参加を打診している。地域からも法人等に対し地
域の防災訓練への積極的な参加を打診していただきたいと思っている。
法人等を交えた訓練計画の策定にあたっては、区防災担当、危機管理室の地域防災力向
上アドバイザーが助言させていただくので一度ご相談ください。

　令和２年度には鶴見北地域のご尽力によりイオンモール鶴見緑地と、また、
放出東にあるパチンコ店キコーナから申し出をいただき、水害発生時には水
害時避難ビルとして使用できる協定を締結することが出来た。他にも大阪市全
域において、ライフ（建物の形状により一部店舗を除く。鶴見区は横堤店、鶴
見今津北店、安田諸口店）と水害時避難ビルの協定を締結することができた。
災害カテゴリ別の運用について、災害時避難所となる学校においては、一般
的に体育館は地上平面にあり、水害時に体育館は浸水の恐れがあるため校舎
上階への避難となることが考えられるため、今後も継続して大型商業施設を中
心に水害時避難ビルとしての協定締結を進めるとともに、災害により避難して
いる時間も違うことから、適切な避難先への案内について検討を続けていく。

　地域の法人については一部地域においては防災訓練実施の際にブースを
出していただいたり、イオンモール鶴見緑地では、令和３年度に、鶴見北地域
と連携し水害を想定した避難訓練の実施が予定されるなど、連携が進んでい
るところもある。災害時協力貢献企業・事業所店舗登録を頂いている法人につ
いては、現状はマンパワーや資機材の提供がほとんどで、セキュリティ等の関
係から施設の利用についてはなかなか了解を得られないところであるが、ご理
解いただける法人があれば地域を交えた訓練等の実施に向け、地域を交え協
議を行っていきたいと考える。

4

　避難所開設運営訓練の実施、推進は、繰り返
し継続して実施することを期待します。一方、今
回の九州豪雨は、行政が定めた避難所が災害
を受け（受けそうになり）、他への避難所に再避
難している現状から、現在の避難所も災害カテ
ゴリ別に見直しを行い、地域法人の施設や機能
を組み込み、再設定・追加を検討いただけたら
幸いです。

　各地域には自衛の防災組織や避難所に対応
できる施設及び機能を有する法人（企業等）が
あります。
これらの法人と平時から多様な災害を想定した
機能連携や、施設を活用した避難所の補完（一
時避難から多様な災害別に）を目的に法人と市
（区役所）、そして地域連合会の三者定例会や
訓練を実施するレベルに上げることが望ましい。

2 市民協働

4/11



NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 「鶴見区災害時地域協力貢献事業所・店舗等登録制度」が創設されてか
ら10年以上経つため、今年度は各登録事業所・店舗等に改めて照会を
行い、今の時点での協力を得られる分野や担当者の氏名連絡先等の情
報を更新し、最新化しました。

・ また、すでに危機管理室が協定を締結している企業の区内店舗と、区役
所・地域の関係強化も必要と考えており、先述の「鶴見区災害時地域協
力貢献事業所・店舗等登録制度」の制度を活用するなどして、関係の強
化に努めてまいります。
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・ 本市建設局に確認したところ、剪定作業中の事故発生時における安全管
理上の責任の所在などに課題があり、すぐに実施できる状況下にないと
のことでした。

・ 当区としては、安全担当職員が区内のパトロールの際に、視界の悪化等
により危険と思われる箇所を発見次第、関係部局と連携したうえで対処す
るといった従来の手法にて対応していきたいと考えています。

4
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　避難所開設運営訓練の実施、推進は、繰り返
し継続して実施することを期待します。一方、今
回の九州豪雨は、行政が定めた避難所が災害
を受け（受けそうになり）、他への避難所に再避
難している現状から、現在の避難所も災害カテ
ゴリ別に見直しを行い、地域法人の施設や機能
を組み込み、再設定・追加を検討いただけたら
幸いです。

　各地域には自衛の防災組織や避難所に対応
できる施設及び機能を有する法人（企業等）が
あります。
これらの法人と平時から多様な災害を想定した
機能連携や、施設を活用した避難所の補完（一
時避難から多様な災害別に）を目的に法人と市
（区役所）、そして地域連合会の三者定例会や
訓練を実施するレベルに上げることが望ましい。

2 市民協働

5 2

　「花と緑豊か」ですが、歩道と道路の間の植え
込みの緑が豊かに伸び放題になっている時期
があり、通行の妨げになる事もあるので、「剪定
講習を受けた資格保持区民制度（青パト登録の
ような）」を新設する等して、緑の景観美化と安
全確保の方向も検討してはどうでしょうか？

　歩道と道路の間の植え込みの剪定については、建設局（公園事務所・工営所）が所管し、
年間を通して計画的に剪定作業をしており、随時、巡回も行っている。区民（市民）の皆さま
からの苦情や要望があれば、その都度各事業所に連絡している。3年度は低木の街路樹の
歩道・車道への繁茂が顕著な路線の追加剪定について、関係機関と調整していく。
街路樹の剪定に関する制度の新設については、作業いただく方の安全面などの課題もあり
ますが、所管の建設局と検討していく。

市民協働

　低木の街路樹の剪定については、関係機関と調整し、令和３年４月に実施し
た。
　また、制度の新設については、現在建設局とともに、剪定作業を実施する際
の安全対策等も含めて、検討しているので、今しばらくお時間をいただきたい
と考えている。
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区政会議における主な意見の進捗状況について
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・ 警察の安まちアプリや安まちメール等のSNSにて入手した特殊詐欺の手
口等の情報を一覧表に整理したものを福祉会館へ提供し、広報板へ掲
示いただくほか、定期的に開催のひったくり防止キャンペーンの場におい
ても、一覧表を配布するなど広く注意喚起を促しています。
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No６と同一内容

6 3

【街頭犯罪発生件数の減少・特殊詐欺認知件
数の減少について】
  直近に発生した事件等をツイッターや安まち
メールで情報を得る事が可能だが実際に利用し
ている人は限られていて少数だと思います。
  例えば広報つるみに「安全・安心通信」のペー
ジがあるが、実際に発生した直近の事件などを
毎月掲載したらどうでしょうか。
  お知らせや啓発も大事だが近隣で発生した実
例のほうが興味を持って貰えて注意喚起になる
と思います。

　女性又はこどもが被害を受けた事件について、犯罪発生の連絡があった場合、各地域福
祉会館へ情報提供し、広報板へ掲示していただくことにより地域住民へ周知するご協力を
いただいているところである。これは即時性のある広報と考えており、今後も継続して情報
提供していく。
　一方、特殊詐欺は犯罪発生頻度が高いことから、一定期間事例を収集し、各地域福祉会
館へ情報提供し、広報板へ掲示していただくよう検討する。
　なお、区広報紙へは、特集記事等への具体的事例等の掲載に向けて調整をしていく。ま
た、その他ツイッターや安まちメール、安まちアプリ等SNSの更なる活用に向けて広報し、犯
罪発生情報の発信に努めていく。

市民協働

7 3

【特殊詐欺防止について】
  高齢者がターゲットになりやすいオレオレ詐欺
や振り込め詐欺は啓発活動がよくされていると
感じますが、詐欺の種類が多様化されていて、
実在する宅配業者をかたるフィッシング詐欺の
ようにある程度知識や警戒心のある若い世代で
も引っ掛かってしまうケースが増えています。具
体的な例をたくさん広めて騙されないような啓発
活動が出来れば良いと思います

No６と同一内容

市民協働
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NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 「鶴見区こどもの学習支援事業」では、令和４年度から小学生だけではな
く、中学生も対象とした事業に拡充しました。

・ 今後は中学生の不登校問題についても関与し、個々の課題に応じた支
援等を行っていきます。

・ 令和４年度のオープン会議については、コロナ禍に沈静化の兆しもあっ
たことから、対面型にて12月に開催しました。

・ オープン会議では、既存開設団体における活動報告を情報共有するとと
もに、新規開設予定事業者による開設時における課題等に関する質疑応
答もありました。

・ オープン会議はマッチングの意味合いも含んでおり、会議後には既存開
設団体・新規開設予定事業者間での個別情報交換も行っていることか
ら、ウェブ会議ではなく対面型会議の重要性を感じたところです。

子育て支援

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

中学生の不登校も深刻な状況になっています。中学生向けに事業を拡充できないか検討
しています。

8 3

　「こどもに寄りそう事業」において、「区内の小
学校に、不登校に陥っている児童～」とあるが、
中学生の不登校に関して区が関わることはない
のか。

進
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子育て支援

9 3

　こども食堂を運営する中で学習意欲を駆り立
てるための体験型学習を行っている。こどもの居
場所支援について、今後はウェブでの取り組み
ができないか検討をお願いしたい。

　情報発信や事業運営の支援を進める必要があると認識しています。今後、ウェブを併用
した形でのオープン会議を開催したいと考えています。
こどもの居場所づくりについて、令和４年度に向けて鶴見区はモデル区となりましたので、
区社協とともに進めてまいりたく、また、地域の方々には支援をお願いいたします。
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NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 令和３年度には、ワクチンに関する誤った情報がSNS等にて流布されてい
たこともあり、関連情報の広報紙への掲載にあたっては、ワクチンに関す
る正確な情報の発信が必要であると考えました。

・ そのため、広報紙では、ワクチン接種の有無による差別に限定せず、ワク
チンに関する正しい情報を掲載し、情報発信を行いました。

進
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・ コロナウイルス感染症の影響により、今年度も開催には至っていません。
今後、各地域の開催状況や意向等を把握したうえで、当該意向等を食生
活改善推進委員へ伝えていきます。

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

10 3

　ワクチン接種をするかしないかで分断が起こる
ことのないよう、区役所から情報発信されたい。

　ワクチン接種の有無による差別について、広報紙にどのように掲載するか検討していると
ころです。正しい情報に基づきワクチン接種を行うよう掲載しています。今後、時宜にかなっ
た情報を発信してまいりたいと考えています。

政策推進

11 3

　健康づくりへの支援の部分で、「地域・関係機
関等と協働で健康づくりを実践できる場の提供」
とあるが、以前地域で調理実習をしてくれていた
が、また実施してほしい。できれば全地域でお
願いしたい。

　コロナの影響で最近２年間は実施できていません。地域の受け入れの差もありますが、今
後は様子を見ながら地域にお願いしていきたいと考えています。

健康づくり
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NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 本市市民局では、（公社）全日不動産協会大阪府本部及び（一社）大阪
府宅地建物取引業協会と「自治会・町内会への加入促進に関する協力
協定」を締結しています。

・ 現在、上記２団体に加盟している不動産会社（２社）に対して、区役所が
作成した「町会加入促進リーフレット」の配架依頼をしたうえで、同社から
新規入居予定者へ同リーフレットをお渡しいただいています。

・ 引き続き、区内加盟団体へ働きかけたうえで、広く新規入居者へ周知で
きるよう努めるとともに、地域の皆様のご意見をお聞きし、地域特性に応じ
た支援に取り組んでいきます。

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

12 3

　地域には多くの賃貸物件が存在するので、職
員が町会への加入促進のチラシを持って、各地
域の不動産会社を回ってもらえるとありがたいと
思う。

　区内の不動産会社とどういった形で連携できるかを検討します。全ての不動産会社と区
が業務提携できるかというのは難しいと考えますが、そういったご意見も踏まえて、今後連
携等できるような形も含めて地域の皆様と一緒に検討していきたいと考えています。

市民協働
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NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 大阪市こどもの居場所開設支援事業は、食事や学習機会を提供する場、
見守りの場などのこどもの居場所が市内に広がるように、大阪市が必要と
する地域にこどもの居場所を開設する団体等に対し、開設に要する備品
等の経費を補助する事業です。

・ 令和４年度は、鶴見区では当該事業のモデル区となり、令和４年８月に茨
田東小学校区での開設に対して補助金交付決定され、12小学校区のう
ち８小学校区で開設済みです。

・ なお、所管局であるこども青少年局によると、令和５年度には全区展開予
定とのことです。

・ 防災無線から発信された情報は、開庁時間については防災アプリで同じ
情報が発信される仕組みが今年度構築されました。

・ 発信情報でも特に重要なものについては、開庁時間外でもアプリで情報
が発信されています。

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

13 3

　「こどもの居場所」開設支援モデル区の具体的
内容を教えてほしい。

　「こどもの居場所」について、鶴見区において12月1日現在12小学校区中６小学校区で開
設済です。大阪市では、各小学校区への開設を目標としています。現在、こども青少年局
において「こどもの居場所」の開設支援に向けた取組が検討されています。
　詳細が決まればお伝えしますが、令和４年１月、鶴見区内の小学校３年生、５年生及びそ
の保護者を対象として、認知度等についてのアンケート調査を行い、その後、内容や必要
性について分析する予定となっています。
今後のスケジュールとして、令和４年４月からの運用は難しいですが、公募により事業者を
募集する予定と聞いており、鶴見区もモデル区として積極的に支援していこうと考えていま
す。

子育て支援

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

14 3

　防災行政無線が聞こえにくいことの対応策とし
て、例えばアプリで情報を流し、聞くことが出来
たらよいと考える。

危機管理室と問題を共有し、対応策について検討します。

市民協働
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NO 年度 意見 担当

区政会議における主な意見の進捗状況について

対応や考え方等

・ 大阪府警本部から提供のあった音声データについては、一部加工等を
行う必要があったことから、令和４年度に配布することができませんでし
た。

・ 令和５年度には音声データを加工編集することもできる動画編集ソフトを
購入する予定であり、当該ソフトを使用し、一部音声データを加工したうえ
で、配布していきます。

・ 広報紙（令和４年５月号）では、自転車交通マナーや駐輪場マップの記事
を掲載し、自転車マナー向上の啓発を行いました。

・ 次年度も広報紙（令和５年５月号）で自転車マナーに関する特集記事の
掲載を予定しています。またHPなども活用するなどして引き続き啓発に努
めていきます。

進
捗
状
況

R
４
年
度
時
点

16 3

　自転車マナーの向上について、自転車の並
走は道路交通法違反である等、道路交通法規
について改めて周知徹底されたい。

　鶴見警察署交通課にも相談し、効果的な啓発内容を検討します。
なお、今年度、広報つるみにより周知啓発を行ったところであり、令和４年度も５月号に掲載
し啓発を実施する予定です。

市民協働
進
捗
状
況
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15 3

　青色防犯パトロールの音声を更新されたい。ま
た、例えば防犯のホームページから最新データ
をダウンロードできるようにすることはできない
か。

　デジタル音声データについて、大阪府警察本部から新しい音声データを入手しましたの
で、配布方法について検討中です。

市民協働
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